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監 査 公 表 第 ９ 号

地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ９ 項 の 規 定 に よ

り 、 高 知 県 知 事 等 宛 て 報 告 を 行 っ た と こ ろ 、 高 知 県 知 事 か ら 措 置

結 果 に つ い て 通 知 が あ っ た の で 、 同 条 第 14項 の 規 定 に よ り 、 次 の

と お り 公 表 す る 。

令 和 ６ 年 12月 ３ 日

高 知 県 監 査 委 員

６ 高 行 管 第 313号

令 和 ６ 年 10月 31日

高 知 県 監 査 委 員 様

高 知 県 知 事

定 期 監 査 の 結 果 に 対 す る 措 置 結 果 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ６ 年 ９ 月 ６ 日 付 け ６ 高 監 報 第 ７ 号 で 報 告 の あ り ま し た う え

の こ と に つ い て 、 指 摘 事 項 の あ っ た 機 関 か ら の 措 置 状 況 の 報 告 を

も と に 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 14項 の 規 定 に よ り 下 記 の と お り 通

知 し ま す 。

記

第 １ 意 見 に お い て 措 置 を 求 め ら れ た も の

１ 意 見

事 務 処 理 の 誤 り の 多 く は 、 担 当 者 の 会 計 事 務 に 対 す る 確 認

不 足 及 び 知 識 不 足 と 、 決 裁 の 過 程 で 上 司 が そ の 誤 り を 是 正 す

る こ と が で き て い な い こ と に 起 因 し て い る 。

事 務 処 理 に 当 た っ て は 、 担 当 者 は そ の 根 拠 を 自 ら 確 認 し 行

う と と も に 、 管 理 職 員 も 十 分 に 注 意 し て 決 裁 等 の 事 務 を 行 わ

れ た い 。

２ 意 見 に 対 す る 措 置 状 況

日 頃 の 支 出 審 査 や 会 計 検 査 等 を 通 じ て 、 常 に 法 的 根 拠 を 意

識 し な が ら 会 計 事 務 を 行 う と い う 基 本 的 な 姿 勢 を 職 員 に 身 に

付 け て も ら え る よ う に 支 援 す る と と も に 、 会 計 事 務 の 基 礎 研

修 、 実 務 研 修 の 実 施 に よ り 、 職 員 が 会 計 事 務 へ の 理 解 を 深

め 、 知 識 を 向 上 で き る よ う 引 き 続 き 取 り 組 み ま す 。

ま た 、 各 所 属 の 決 裁 過 程 で チ ェ ッ ク の 要 と な る 課 長 補 佐 等

に 加 え 、 会 計 事 務 に 関 し て 担 当 者 へ の 指 導 を 中 心 と な っ て 行

う チ ー フ に 対 し 、 会 計 事 務 に 関 す る Ｏ Ｊ Ｔ の 推 進 や 部 下 の 業

務 の 進 捗 管 理 の 重 要 性 を 意 識 づ け る 研 修 を 行 う と と も に 、 所

属 か ら の 依 頼 に 応 じ た 出 前 研 修 の 実 施 に よ り 、 組 織 と し て の

チ ェ ッ ク 機 能 の 強 化 を 図 り ま す 。

さ ら に 、 現 在 検 討 中 の 財 務 会 計 シ ス テ ム の 再 構 築 の 中 で 、

人 為 的 ミ ス 防 止 機 能 の 拡 充 と と も に 事 務 の 効 率 化 ・ 簡 素 化 を

図 る こ と に よ り 、 事 務 処 理 の 誤 り が 生 じ に く い 仕 組 み づ く り

に 引 き 続 き 取 り 組 ん で ま い り ま す 。

第 ２ 指 摘 事 項 の 該 当 機 関



商 工 労 働 部 工 業 振 興 課

１ 指 摘 事 項

令 和 ５ 年 度 高 知 県 防 災 関 連 製 品 等 広 報 業 務 の 変 更 契 約 書

に 受 託 者 の 代 表 者 印 が な か っ た 。

こ れ は 、 普 通 地 方 公 共 団 体 が 契 約 に つ き 契 約 書 を 作 成 す

る 場 合 に お い て は 、 当 該 普 通 地 方 公 共 団 体 の 長 又 は そ の 委

任 を 受 け た 者 が 契 約 の 相 手 方 と と も に 、 契 約 書 に 記 名 押 印

を し な け れ ば 、 当 該 契 約 は 、 確 定 し な い も の と す る と 定 め

た 、 地 方 自 治 法 第 234条 第 ５ 項 の 規 定 に 反 す る 不 適 切 な 事

務 処 理 で あ る 。

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。

２ 原 因 又 は 理 由

当 該 事 務 処 理 に つ い て は 、 工 業 振 興 課 が 年 度 当 初 に 締 結

を し た 防 災 関 連 製 品 の 広 報 業 務 の 契 約 に お い て 、 仕 様 書 に

定 め て い た 内 容 に 一 部 変 更 が 生 じ 、 変 更 契 約 を 締 結 し よ う

と し た 際 に 発 生 し ま し た 。 受 託 者 が 誤 っ て 、 社 印 の み を 押

印 し て い た と こ ろ 、 確 認 不 足 か ら 誤 り に 気 づ か ず 、 代 表 者

印 が な い ま ま 、 契 約 書 の 作 成 を し て し ま っ た こ と が 原 因 で

す 。

３ 措 置 状 況

押 印 漏 れ に つ い て は 、 指 摘 後 、 早 急 に 受 託 者 に 代 表 者 印

を 押 印 し て い た だ き 、 是 正 し ま し た 。

ま た 、 再 発 防 止 の た め 、 所 属 全 体 に 会 計 事 務 の 重 要 性 に

つ い て 、 再 度 周 知 し ま し た 。

そ の 上 で 、 今 後 は 、 契 約 締 結 時 の 確 認 シ ー ト を 新 た に 作

成 し 、 相 手 方 に 契 約 書 を 送 付 す る 際 に は 複 数 名 に よ る 最 終

確 認 の う え 送 付 す る よ う 徹 底 し ま す 。


